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公共事業の顧客は国民であり、事業の透明性・必要性といった観点から、これまで公共

事業の進め方など、積極的なアカウンタビリティの向上に努めてきたところである。 

今回、開通に先立ち、道路の必要性を再認識していただくとともに、利用促進を促すこ

とを目的に、三遠南信自動車道をひとつの商品におきかえ、中山間地域の実情を踏まえた

価値ある情報を発信するなど戦略的な広報を実施した。 

 

キーワード：整備効果、中山間地域、情報収集、交流実態、戦略 

 

 

１． はじめに 

 

 三遠南信自動車道の一部区間、鳳来峡ＩＣ（愛知県新

城市）～浜松いなさ北ＩＣ（静岡県浜松市）間が2012年

3月4日に開通した。 

 三遠南信自動車道は三河・遠州・南信地域の背骨を形

成し、地域間の連携強化を進め、地域の秩序ある開発と

発展に貢献する道路である。 

今回の開通区間は中山間地の一部区間の開通であり、

道路の必要性の再認識とともに利用促進を図ることを目

的に、供用開始前から沿線の中山間地域の実情を踏まえ

た整備効果を戦略的に広報し、道路の必要性をわかりや

すく国民に周知することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-１ 広域図 

２． 戦略的広報の概要 

 

 今回の広報は単なる開通のお知らせに終わるのではな

く、三遠南信自動車道の必要性や整備効果をアピールし、

広く国民に当道路を認知してもらい、利用促進を図るた

め、次のような戦略のもとで広報を実施した。 

 

(1)多様な視点からの地域に根ざした情報収集（情報収

集における戦略） 

 三遠南信自動車道に期待される一番の効果は、地域間

の交流連携を促進し、地域の秩序ある開発、発展に貢献

することであり、広報ではこれらの効果をアピールする

ことが重要であり、地域の産業、観光交流、医療、生活、

歴史文化といった多様な観点からの整備効果を把握・分

析する必要があった。 

そこで、様々な分野におけるキーパーソンを選定・ヒ

アリングを実施し、地域に根ざした情報収集をおこなっ

た。 

また、このようなキーパーソンは、今後の未開通区間

の整備における効果分析においても重要な情報源となる

と考えられたことから、全線開通に向けた人的ネット

ワークづくりに留意してヒアリング調査を実施した。 

 

(2)波及効果がねらえる価値ある情報の創造 

（情報分析、整備効果分析における戦略） 

 国民に広く興味を持ってもらい、より深く三遠南信自

動車道を認知してもらうためには情報として価値があり、

わかりやすく、共感してもらえるような情報であること

が重要であった。 



 

 今回の開通区間が県境をまたいでいることから、あま

り知られていないが、実は様々な分野で“交流してい

る”もしくは“交流して相乗効果を狙うべき”事例を発

掘し分析することで、価値ある情報の創造を目指した。 

 

(3)低廉でしかもより多くの人を対象にした周知理解 

 （情報発信における戦略） 

 新聞広告等有料のメディアによる広報には予算面で限

界があることから、職員が三遠南信自動車道という“商

品”を売り込むセールスマンといった姿勢で低廉で、し

かもより多くの人に効率的に周知できるような情報発信

を目指し、供用半年前からイベントの開催等に併せてパ

ネル展示する等、草の根的な広報を展開した。（図－2

参照） 

 

３． 広報の実施内容 

 

(1) 効果的なﾋｱﾘﾝｸﾞによる情報収集 

a) 課題 

県境をまたいだ広域なエリアを対象にして、しかも道

路交通だけでなく産業、医療、観光、地域住民の暮らし、

歴史・文化といった多様な視点からの整備効果に関する

基礎情報を収集する必要があったが、ともすれば、労働

力を空費するだけで成果があがらない作業になる恐れが

あったことから、効果的な情報収集が不可欠であった。 

ｂ) 工夫：“人の輪”を意識したキーパーソンの発掘 

地元の“人”をよく知っている市町村にまず１次ヒア

リング調査を実施し、基礎情報・データの入手を行うと

ともに、キーパーソンもしくは、キーパーソンを知って

いる人の紹介を依頼した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２次ヒアリングとして、さらに事情をよく知る人の紹

介を依頼し、３次ヒアリングまで実施し、“人の輪”を

広げながら、情報収集を効果的に行った。最終的に、概

ね30の団体，個人にヒアリング調査を実施し、ほとんど

“空振り”はなく効果的な情報収集ができた。 

また、この“人の輪”は今後の情報ソースとしても貴

重なネットワークになると考えられる。 

 

表-１ ヒアリング先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分類 ヒアリング先（個人・団体数） 

市町村 浜松市，飯田市，東栄町，豊根村（4）

商工会 新城・鳳来商工会（2） 

森林組合 津具森林組合（1） 

第3セクター とよね木サイクセンター等（3） 

ＪＡ 愛知東北設営農センター（1） 

旅行会社 浜松市内の旅行代理店（3） 

福祉施設 地元老人ホーム（2） 

青果市場関係 浜松中央卸市場（2） 

消防署 新城消防本部，天竜署佐久間出張所

（2） 

商業施設 地元商業施設（3） 

地元企業 製造業（1） 

Ｕターン者 東栄町住民（1） 

伝統芸能継承者 東栄町花祭りのリーダー（2） 

ＮＰＯ等 浜松市ひよんどり関係者、東栄町観光農

園運営者（2） 

計 29 

図－２ 広報スケジュール 



 

(2) 価値ある情報の発掘 

a) 課題 

生産地（愛知県奥三河）と消費地（静岡県浜松市）、

観光の受け入れ側（愛知県奥三河）と送り出す側（静岡

県浜松市）及び伝統芸能を介した地域間連携等において、

県境をまたぐエリアであることから、相方がどのような

関係にあるのか、どのような関係にあるべきかがこれま

で明確にされておらず、交流の実態が不明であった。 

ｂ) 工夫：情報のマッチングによる価値の創造 

県境をまたいだ様々な団体、個人からの情報を整理・

分析し、これまであまり周知されていなかった交流の実

態を明らかにし、三遠南信自動車道が果たすべき役割を

うきぼりにした。例えば、夏場の浜松市で消費されてい

るトマトの大半が奥三河産であること、浜松市の旅行会

社のバスツアーにとって豊根村の芝桜の商品価値が高い

こと、奥三河から北遠にかけて伝統芸能の宝庫であるこ

と等を個々に取り上げるのでは価値が低くなるため、そ

れらの情報をマッチングさせることにより、これまであ

まり知られていなかった県境を越えた交流事例として三

遠南信自動車道の果たす役割を明らかにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 多様なメディアを活用した情報発信 

a) 課題 

三遠南信自動車道を多くの国民に周知理解してもらう

ためには、どうしても多頻度の広報が必要となるが、新

聞広告等有料の広報では予算面で限界があることから、

本広報ではいかに低廉で多頻度に広報ができるかが大き

な課題であった。 

ｂ) 工夫：草の根的な広報セールス 

新聞広報といった有料広報は、開通1ヶ月前と直前の2

回とし、他は無料の広報とした。通常、開通関連の広報

は１～２ヶ月前から実施するのが一般的であるが、今回

は6ヶ月前から各種イベントでのパネル展示や自治体広

報誌、ＨＰ、記者発表と様々な手段により、草の根的に

広報を行った。そして各自治体の庁舎、各種イベント及

び道の駅等集客施設にパネル展示を依頼するようセール

ス的な広報を実施し、広く国民に三遠南信自動車道の周

知理解に努めた。 

表-２ パネル展示場所 

 

表-３ 広報に活用したメディア 

分類 内容等 

新聞広告 ・開通1ヶ月前（ＩＣ名決定，開通日時決定

時） 
・開通直前  

ホームページ 浜松河川国道事務所にて適宜広報 
広報誌 浜松市広報誌，新城市広報誌 
記者発表  適宜投げ込み 
パネル展示  自治体庁舎，各種イベント，道の駅等で展示 
沿道住民への

資料配布 
 工事便り（毎月発刊） 

イベント 三遠南信サミット，全国街道交流会議，三遠道路

開通プレイベント，産業イノベーションサミッ

ト，三遠トンネル防災訓練，新東名・三遠道路開

通イベント，新東名開通記念イベント 
施  設 愛知県庁，静岡県浜松土木事務所，東三河総合庁

舎，新城設楽総合庁舎，新城設楽建設事務所，浜

松市役所本庁ロビー，浜松市北区役所，東栄温

泉，湯～らんどパルとよね，豊根グリーンポート

宮嶋等 

図－３ トマトによる交流（分析事例） 

図－４ 観光による交流(分析事例) 
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奥三河

旅行会社の声（浜松市）
三遠南信地域の主たる旅行商品は浜松から

天龍峡に至るバスツアーです。スケジュール

の関係から、ルートは東名～東海環状～中央

道を利用した往復同ルートのピストン走行と

なっています。鳳来峡IC～浜松いなさ北ICが

開通すれば、浜松～（今回開通区間）～奥三

河（茶臼山 高原等）～道の駅（信州新野千石

平）～天龍峡 ～（中央道・東名等）～浜松と

いった周遊型のルートが可能となり、観光面での

魅力が向上するため、ルートを変更する可能性が

大です。 しかも開通される区間が無料であり、

コストダウンにつながることから、大いに期

待しています。

現状のバスツアールートは
（浜松市）～東海環状～中央
道～（天龍峡）をピストン走行

今回の開通後のバスツアールート
は（浜松市）～浜松いなさ北IC～鳳
来峡IC～国道151号～（天龍峡）～
中央道～東海環状～東名のような
周遊ルートが考えられる

（旅行会社ヒアリングより）

◆奥三河・北遠地域の観光資源

◆南信観光バスツアーの利用ルート

資料：バス会社ヒアリ ング結果

◆奥三河地域の観光客数の推移（H11年を１とした場合）
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現況輸送時間：約1時間50分
将来輸送時間：約1時間30分

浜松市
中央卸
売市場
（浜松市
南区）

JA愛知東 北設営農センターの声

JA愛知東 北設営農センターの管轄地域は、東栄町、設

楽町、豊根村の2町1村です。農作物としてはインゲン、ナ

ス、コメ等もありますが、出荷量のほとんどがトマトで、

主たる出荷先は浜松市（約7割）となっています。

輸送は10ｔトラックで1日1便（多いときで3便）で、朝

市に間に合うように市場に届けています。浜松中央卸売市

場に至る道路の線形が悪く、荷崩れを心配しながら、輸送

しています。降雨時には段ボール箱が濡れて変形しやすく、

特に注意が必要となっています。

今回の開通による時間短縮で、夏場の鮮度低下を防ぐことが

できるとともに、線形が良好であることから、輸送が楽になるもの

と期待しています。

時間短縮で夏場の鮮度の高いトマトを浜松市に提供
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■浜松中央卸売市場のトマト類の
産地別シェア（H22年7月～10月）

資料：浜松中央卸売市場より

◆奥三河の農作物出荷の現状
（H22年4月～12月）

資料：浜松市中央卸売市場より

夏場（8月）の浜松市
場で取り扱うミニトマ
トの９０％以上が奥
三河産であり、浜松
市のミニトマトの消費
は奥三河に依存して

います。

◆浜松市中央卸売市場における
ミニトマトの取り扱い状況
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資料：JA愛知東 北設営農センターより

資料：H21年度民間プローブデータ
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寺野ひよんどり

（引佐町寺野）

浦川歌舞伎

（佐久間町浦川）

川合花の舞

（佐久間町川合）

西浦田楽

（水窪町西浦）

（分） 現況 鳳来峡IC～浜松いなさ北IC開通後

遠江のひよんどりとおくない連絡協議会の声

数百年から千年になんなんとする祭りは山懐に抱かれるよ

うに静かな山里に伝えられてきたものです。そのため、これ

までは、訪れるのに道が狭く、難渋したものです。

今回の開通により、多くの方が現状と比べ、ずいぶんと楽に

訪問することができます。多くの方のエールが祭りを司る者の

励みになります。孤立しがちな各地の祭りの担い手が相互に

連携しあってその価値を再認識することにもなろうかと思い

ます。

奥三河の花祭りや南信州の霜月祭り等の各地の伝統芸能が集

い、交流を広げ、深めていく上で、三遠道路が重要な役割を果た

す、まさに「祭り街道」になることを期待しています。

◆浜松市から各会場までの所要時間

佐久間町川合に鎮座する八坂神社に伝

承されている湯立神楽で、舞処（まい

ど）の中央に大きな湯釜を据えその周り

で芸能が演じられます。現在は18の演目

が保存会により奉納されています。

川合花の舞

浜松市HPより

開催日：毎年10月最終土曜
会場：八坂神社（天竜区佐久間町川合）

主催：川合花の舞保存会

浦川歌舞伎

江戸の歌舞伎役者・尾上栄三郎による

歌舞伎の上演が発端となり、地域に継承

されてきた素人歌舞伎です。昭和30年代

に途切れてしまいましたが、昭和52年よ
り有志による保存会の手により伝承され

ています。

浜松市HPより

開催日：毎年9月第4土曜
会場：旧浦川中学校体育館（天竜区佐久間町浦川）

主催：浦川歌舞伎保存会

西浦田楽

五穀豊穣、無病息災、子孫長久を祈り、

水火の難を除く神事で、現在はわずか13

戸の能衆により、何一つ崩すことなく頑

なまでに原型のまま伝承されています。

浜松市より

開催日：毎年旧暦の1月18日～19日
会場：西浦観音堂境内（天竜区水窪町西浦）

主催：－

ひよんどりとは火踊りがなまったもの

といわれており、浜松市引佐町渋川の直

笛山宝蔵寺、通称「寺野三日堂」 にて毎

年1月3日に保存会により五穀豊穣を祈願

する厳粛な舞を奉納しています

寺野ひよんどり

西浦の念仏踊り

西浦の田楽

川合花の舞

浦川歌舞伎

寺野のひよんどり

川名のひよんどり

滝沢の放歌踊り

横尾歌舞伎

懐山のおくない

呉松の代念仏

15分
短縮

21分
短縮

21分
短縮

変化なし

■三遠南信自動車道周辺の無形文化財

今回の開通により各地区への
アクセス性向上は、伝統芸能
の広がり、深まりを支援します

今回開通後ルート

現況ルート

資料：H21年度民間プローブデータ

開催日：
毎年1月3日

会場：
直笛山宝蔵寺
（北区引佐町渋川）

主催：
寺野伝承保存会

浜松市HPより

平成24年1月27日現在

図－５ 伝統芸能による交流（分析事例） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 広報の評価 

 広報の効果について、定量的な評価は確認できないが、

今回作成した整備効果事例のいくつかが新聞記事として

掲載されるなど、アピール性のある情報発信ができたと

思われる。 

 

(1)価値のある情報発信 

本広報で作成した資料のいくつかが新聞記事に掲載さ

れ、これまであまり認知されていなかった県境を越えた

交流事例と三遠南信自動車道が担う役割として紹介され

た。このことは、マスコミにも興味を持たれるような、

価値ある情報が発信できたものと考えられる。 

また、このような新聞への掲載は職場での話題となり、

副次的に職員のモチベーションアップにつながった。 

 

(2) 地域で共感が得られた広報 

パネル展示等を関係団体に依頼しているうちに、逆に

地元自治体等６団体からのパネル借用依頼があった。 

これは、地域特性に即した三遠南信自動車道の整備効

果事例に共感が得られたものと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 今後の道路整備に向けた重要な布石 

三遠南信自動車道の全線供用に向け、今後とも国民の

周知理解に努めていく必要がある。本広報で得られた人

的ネットワーク“人の輪”は、今後の整備効果分析、Ｐ

Ｉ、広報資料作成等において重要な財産になると考えら

れる。 

 

５． むすび 

道路事業は今後ますます事業の透明性、合理性が厳し

く問われるものと予想される。事業を円滑に進めていく

ためには、「道路の価値をより広く報せること」が必要

不可欠であり、単なる“お知らせ”に終始するのではな

く、あまたある情報の中、価値ある情報を広報していく

必要がある。 

三遠南信自動車道の整備は緒についたばかりであり、

今後とも地域に即した価値ある情報を発信し、全線供用

に向け円滑に事業が推進できるような広報に取り組みた

いと考えている。 

 

図－６ パネル展示の様子(三遠南信サミット)

図－８ 新聞記事掲載事例 平成24年3月23日静岡新聞（朝刊） 
図－７ 開通後の三遠南信自動車道 


